
前略、市史編さん室より

シリーズ 第21号

　ご自宅にある古いものが大切な資料
かもしれません。情報がありましたら、
ご一報ください。

指宿市の古い資料や写真などの情報を集めています

２次元コードからも連絡できます

問総務課 市史編さん室 ☎080-8210-1656

　指宿市史の刊行に伴って、本市の歴史を示す史料をまと
めた史料編を刊行する計画です。今回は、その中から江戸時
代の指宿の様子が分かる史料を紹介します。

描かれた指宿
　江戸時代には、全国各地の名所を紹介したガイドブックの
ような本である『名

めいしょ
所図

ず え
会』の刊行が盛んに行われました。

薩摩藩でも、藩主の命令で名所の絵図などが描かれ、将軍
に献上されたりしました。また、天保14年（1843）にまとめ
られた『三

さんごく
国名

めいしょう
勝図

ず え
会』には、現代の旅行ガイドブックのよ

うに県内各地の風景を描いた絵が掲載され、当時の指宿の
姿を見ることができます。

　池田湖は、神
しんりゅう

龍が潜って居るところで、風が吹かないのに
湖面に波が起こったり、湖水の色が変化するなどさまざま
な変異が起こる場所とされています。

天狗の話
　文化９年（1812）に刊行された『倭

し ず の お だ ま き
文麻環』は、藩内の昔

の話・伝承・不思議で恐ろしい話などを絵付きで紹介してい
ます。
　指宿については、竹山の天

て ん ぐ
狗について紹介されています。

それによると、山川の竹山には、昔から不思議な出来事があ
り、土地の人たちは天狗の仕業としてひどく恐れ敬っていた
といいます。文化８年（1811）には次のような出来事が起こ
りました。
　「11月２日の夜明け前、明神丸という船が竹山の東側の
鳶
とび

の口の下に碇
いかり

を下ろしたところ、竹山に火の玉が現れた。
船員たちは何事かと見ていると、明神丸の帆柱の上に大男
が提灯のようなものを灯していることに気付いた。船員たち
はその恐ろしさに皆気を失い、ばたばたと倒れた。あとで見
ると、明神丸の帆柱は、高さ３ｍ位のところでねじ折れたよ
うになっていた。それまではどんな大風でもそんなことは起

こらなかったが、昔から船を係留することが禁じられていた
場所に船を停めたことが原因で起きた災難だった。またあ
る時、児ヶ水の男２人が山川麓（現在の福元区）で飲んで帰
っていたが、夜更けであるにも関わらず大声で歌いながら
竹山の下を通りかかった。すると、いきなり背丈６ｍ余りの
大
おおやまぶし

山伏が現れ、仁王立ちに２人をまたぎ、光り輝く目でにら
みつけた。２人は魂を失い、鼠

ねずみ
のように逃げ帰った。その後

２人は、死ぬまで竹山には行かず、子々孫々にいたるまでそ
れを守るように言い残した」

　このように、江戸時代には現代では考えられないようなさ
まざまな伝承があったのです。
　指宿市史史料編では、他に山川港や枚聞神社、開聞岳な
どの美しい絵図、江戸時代の人々の姿、指宿を旅した人物が
描いた揖宿神社のクスの絵、明治時代の初めに西欧人が描
いた開聞岳の絵などだけでなく、温泉地として栄えた近代
の指宿の絵付きパンフレットなども紹介していきます。

『三国名勝図会』から「池田湖」（指宿図書館蔵）

『倭文麻環』から船を壊す天狗（鹿児島県立図書館蔵）

『倭文麻環』から「竹の山の化物」（鹿児島県立図書館蔵）

定
期
シ
リ
ー
ズ

地域おこし協力隊通信 

人づくり  つながりづくり  地域づくり学校・地域応援活動学校・地域応援活動学校・地域応援活動 No.31

自然の恵みのどんぐりこま作りを通して身近な自然に触れましょう

問生涯学習課社会教育係（ふれあいプラザなのはな館内）☎㉓1023

　こんにちは、地域おこし協力隊の砂川です。１月23日・
24日に東京での移住イベントに参加してきました。
23日のイベントは西之表市とさつま町と初の合同企画
で、島暮らし・山暮らし・海暮らしというそれぞれの地
域に合わせた暮らし方と、温泉や食、伝統工芸といった
共通のテーマで、トークを中心としたイベントを開催し
ました。参加者も交えていろいろとお話ができ、終始和
やかな雰囲気で楽しいイベントになりました。

# プレゼンの様子
# イッくんシーちゃんのぬい活
　 写真は好評でした 

# トークの様子
# 円座なので話しやすい雰囲気
　でした

　24日のイベントは、九州・山口・沖縄の様々な自治体
が参加するイベントで、指宿のブースには８組の人がい
らっしゃいました。指宿市には訪れたことがない人が多
かったのですが、指宿市に興味を持ってもらえて良かっ
たです。

　移住コンシェルジュとして、今回の移住イベントが県
外での最後の活動でした。そして、この３月をもって地
域おこし協力隊を退任します。移住相談業務に携わり、
移住者や地域の人たちとお話をする機会があり、東京に
住み続けていたら知り得なかったことがたくさんあった
と実感した3年間でした。力及ばずだったと反省する点
もありますが、移住相談にいらっしゃった皆さんが「指
宿市に移住して良かった」と思ってもらえるお手伝いが
少しでもできていたなら幸甚です。
　協力隊退任後も引き続き、指宿市に住み続ける予定で
すので、今後ともよろしくお願いいたします。

　いぶすき地域学校協働活動では、各種団体にも学校応援活動をお願いしています。今回は「縄文の森を作ろ
う会」が、20年以上どんぐりこま作りで応援している柳田小学校での活動を紹介します。この日は1年生59
人が参加。会場の体育館には「縄文の森をつくろう会」の会員6人と柳田校区公民館長・上

か み か わ じ
川路享

たかひろ
博さん（玉

利）が、事前に道具などを準備してくれました。まず会長の幸
こ う の

野昌
まさひろ

廣さん（宮）がこまの作り方を説明し、子
どもたちは2列に並んで自分たちで拾ったどんぐりの上の部分を、ベルトサンダーで削ってもらいました。削
ったらきりで穴を開けてつまようじを差し込み、爪切りで適当な長さに切って完成です。子どもたちは、台の
上などでこまを回し、どれだけ長くこまが回っているか競争をしました。

・白
しらさわ

澤八
や く も

雲さん（温湯）「大きいどんぐりで作ったらよく
回りました。60秒を目指します」
・天

あ ま の
野虹

に い な
奏さん（玉利）「はじめは回すのが難しかったけ

ど中指と親指で回したらよく回りました」
・喜

き は ら
原花

か の ん
音さん（玉利）「きりでぐりぐりして穴を開けるの

が楽しかったです。まっすぐに開けたらよく回りました」
・小

お や ま
山潤

に こ
琥さん（温湯）「おもちゃのこまはしたことがあ

ったけど、どんぐりこまは初めてでした」

・𫝆
いまむら
村俊

しゅんいち
一さん（大牟礼西）「自分も子どもたちと一緒に

遊びたいので参加しています。これを機会に身近な自
然に触れてほしいです」
・下

しも い
井雅

まさひろ
裕さん（大牟礼）「どんぐりをこまにすることは

知らなかったと思います。昔の良いところを残して知
らないことに興味を持ってほしいです」
・尾

おつじ
辻隆

たかし
さん（木之下）「楽しく遊んでほしいです。良く回

った時の子どもたちの笑顔がとてもうれしいです」

子どもたちの感想 ボランティアの感想

vol.45

ベルトサンダーで削る様子 きりで穴を開ける様子 こま回し競争をしている様子

問企画政策課地域創造係
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